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Imi* = {f E Map(W,H*(BT)) I f(w)-f(匹 w)E (0:),0: E屯wEW}
ここで、 a叶まaに関する鏡映を表し、 (a)はaE H2(BT)により生成されるイデアルを
表す。
注意 1.2.条件f(w)-f(四w)E (0:),0: E屯wEWはGKM条件と呼ばれる。
例 1.3.定値写像は Imi*の元である。また、 H*(BT)= .Z[t1, .. , t』と書いたとき、




はTー 不変な実2l(w)次元開球体であり、 Tー 作用に関する固定点をただ1つもつ。 C初の
閉包はLJ
V'.'oW 
gである。ここでの順序はBruhat順序であり、 V< W ならばl(v)< l(w) 
が成立する。
記号を簡単にするため、 X=G/Tとする。 Bruhat分解による Xのj-骨格Xいを考
える。具体的にj= 0,2に対し、 xc0l= pt, xC2l = pt u LJ 竺 Vs2となる。 xc2i
a: 単純ルート
の一部分として、単純ルート aに対し、 ptLJ Cua宰炉の同変コホモロジ一環を計算す
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0—Hク(Sり二Hが(pt) ① Hが(pt) 一 Hが(Sり一 0
となっている。中央の項は空の Tー 作用に関する固定点（単位元 eと叩に対応）での
同変コホモロジーであり、右の項は“赤道＇部分の同変コホモロジーで、
Hダ(Sり＝が(ETXy sり＝が(BT')~ が(BT)/(a)









は、 codimker(l -er) = 1, ヨmE N s.t. crm = 1であるときにいう。 GL(V)の有限部分
群W が擬鏡映群であるとは、 W が擬鏡映で生成されているときにいう。









GKM理論の類似として、 i*:qv] G9IC[V]W qv]→ Map(W,(C[V])をaRbf-t (a(b・w))w 
で定めて、これの像を擬鏡映群や対応する V上の線形関数の言葉で記述することを考
える。
各擬鏡映びに対し、 0でないaaEV*でkeraa = ker(l一び）となるものを選ぶ。つま
りoの固定点からなる超平面H。上で叩は0である。また、超平面Haの固定化群は巡
回群になっている。擬鏡映oの位数を切で表し、 oの非自明な固有値を入びで表すこと
にする。 Wの部分集合として、擬鏡映全体の集合を Rで表す。 McDanielにより GKM
理論的な次の記述が与えられた。
定理 2.5([2]). 














ず、擬鏡映群W には全順序が与えられているものとする。 W の擬鏡映が定める超平面
たちの固定化群の軌道の集合を S={G・wlG:ある超平面の固定化群，wEW}とす
る。記号を煩雑にしないため、以下ではしばら<n= I叫とおく。 Sの元Sごとに、擬
鏡映aと自然数i1,• • •, in-1を選んで、その軌道Sが{w< ai1w くが畑 <•••<ain-lw}
と順序込みで表示されるようにする (nの値は超平面ごとに異なりうる）。表示 {w< 





f(砂w) 1 E (au) 
f(w) 1 1 
f(砂w) 1 入~E (aり
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すものが存在する。長さ関数から定まる順序を拡張した全順序に関し、任意の WoE W 
に対し Imi*をW年 0に制限したものは
{f E Map(W<::wo, qv]) I fはSの各元Sに対し，条件(Cs)<:w0を満たす｝
に一致する。
REFERENCES 
[1] M. Goresky, R. Kottwitz, and R. MacPherson, Equivariant cohomology, Koszul duality and the 
localization theorem, Invent. Math. 131 (1998), no. 1, 25-83. 
[2] C. McDaniel, A GKM description of the equivariant coinvariant ring of a pseudo-reflection group, 
arXiv: 1609.00849v 1. 
[3] V. Guillemin and C. Zara, The existence of generating families for the cohomology ring of a graph, 
Adv. Math. 107 (2001), no. 2, 283-349. 
E-mail address: T-SATDcSCI. OSAKA-CU. AC. JP 
